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染毛試験に使用する JIS白布（毛）の代替資材の調査
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Abstract
The supply of wool fabric conforming to JIS L 0803 in Japan (abbreviated as “JIS wool fabric”), which was commonly 

used as the testing material for the hair dyeing test for oxidative hair coloring agents, was discontinued in 2021. There is no 
case of hair dyeing test that is systematically conducted for each test material other than JIS wool fabric and each displayed 
color on a product. In addition, different dyeability among test materials, such as the case of insufficient dyeing when using 
cotton fabric, was reported. Therefore, we aim to find alternative materials to replace the JIS wool fabric for hair dyeing tests.

We conducted hair dyeing tests using 18 commercially available first agents, which are shown in 9 different colors, hy-
droxy peroxide as a substitute for the second agent, and 8 different testing materials. JIS wool, silk, nylon, cotton, cupra and 
polyester white fabrics, and goat and yak white strands were used as test materials. The results showed that the hue of nylon 
fabrics and goat and yak white strands closely resembled those of the JIS wool fabric. Hence, these materials proved to be 
useful alternatives for conducting hair dyeing tests.
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1. 緒 言

ヘアカラー製品は染毛剤（医薬部外品）と染毛料（化
粧品）に分類され，染毛剤は酸化染毛剤と非酸化染毛剤
に分類される。酸化染毛剤は，有効成分が毛髪の奥深く
まで浸透し長期間効果が持続すること，染料の組み合わ
せによりさまざまな色や明るさに変更できることから，
最も広く使用されている 1）。酸化染毛剤の製造販売承認
書には，染色効果を評価するために3 ステップからなる
染毛試験が設定されている 2）。はじめに，レゾルシンや
アミノフェノール類などの酸化染料を含む第1剤と，過
酸化水素などの酸化剤を含む第2剤を混合する。次に，
混合物を試験用資材へ塗布もしくは浸漬する。そして一
定時間経過後，水洗・乾燥し，染色性を確認する。
染毛試験の試験用資材として，日本規格協会から販
売されている羊毛製の白布（JIS L 0803準拠 染色堅ろう
度試験用添付白布 単一繊維布 毛 呼び番号1-1．以下，
JIS白布（毛））が染毛剤製造販売承認申請要領で例示さ
れているが 3），2021年に JIS白布（毛）の供給が停止され
た。この事態に対処するため，厚生労働省から事務連

絡が発出され，染毛試験が他の資材で実施可能となっ
た 4）。しかしながら，JIS白布（毛）以外の資材も含めて，
製品表示の色ごとに系統立てて染毛試験を実施した事例
は現在まで報告されていない。加えて，木綿布を用い
た際に染色不十分となった事例 5）など，資材により色調
が異なるケースが報告されている。そこで本研究では，
JIS白布（毛）の代替資材を探すことを目的に，染色堅ろ
う度試験用添付白布6種とヘアカラー剤評価用動物毛束
2種を用いて実際に染毛試験を行い，それらの染色性を
JIS白布（毛）と比較した。

2. 方 法

2–1. 試薬および試験用資材
本研究では既報 6）を参考に酸化染毛剤をアッシュ

（A），マット（M），ゴールド（G），オレンジ（O），ピン
ク（P），バイオレット（V），ブラウン（Br），ベージュ
（Be），ナチュラル（N）の9系統の色に分類した。次に，
色の系統ごとに日本ヘアカラー工業会が定めるレベル
6もしくは7とされる暗い製品と，レベル10とされる
明るい製品を各1製品選択し，インターネット通信販売
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